
動物実験に関する自己点検・評価書	 
独立行政法人国立成育医療研究センター研究所	 

研究所長：名取	 道也	 

平成２４年２月１６日（木）	 
	 

	 

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況	 

	 

１．機関内規程	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合する機関内規程が定められている。	 

□	 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 機関内規程が定められていない。	 

	 

２）自己点検の対象とした資料	 

平成２２年４月１日規程第７０号	 	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程（平成２２年４月１日施行）	 

平成２２年４月１日細則第１４号	 	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所動物実験実施細則（平成２２年４月１日施

行）	 

	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	 

機関内規程が適正に定められている。	 

関連法規に則っている。	 

	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

２．動物実験委員会	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。	 

□	 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 動物実験委員会は置かれていない。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第４条	 実験動物委員会	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所動物実験実施細則	 第２条	 実験動物委員

会	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所実験動物委員会名簿	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	 

動物実験委員会が適正に運営されている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

３．動物実験の実施体制	 

（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。	 



□	 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 動物実験の実施体制が定められていない。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第６条	 動物実験計画の立案	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所動物実験実施細則	 第４条	 動物実験計画

の立案、申請、承認	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	 

動物実験規程、動物実験実施細則に定められている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制	 

（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。	 

□	 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点

がある。	 

□	 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。	 

□	 該当する動物実験は行われていない。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第１２条	 安全管理等特に注意を

要する実験	 第１３条	 遺伝子組換え動物に関する実験	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所動物実験実施細則	 第９条	 動物実験施設

利用上の注意	 第１３	 遺伝子組換え動物に関する実験	 

	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）	 

動物実験規程が適正に定められている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当なし	 

	 

５．実験動物の飼養保管の体制	 

（機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、実験動物管理者が置かれている

か？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程	 第８条	 飼育管理等	 

独立行政法人国立成育医療研究センター研究所動物実験実施細則	 第１０条	 動物の搬

入・搬出	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

実験動物の飼養保管施設が把握され、実験動物管理者が置かれている。	 

本センターでは承認された飼養保管施設以外の場所で飼育していることはない。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当なし	 

	 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果）	 



該当なし	 

	 

Ⅱ．実施状況	 

	 

１．動物実験委員会	 

（動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合し、適正に機能している。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

国立成育医療研究センター研究所実験動物委員会議事録	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

独立行政法人国立成育医療研究センター動物実験規程と動物実験実施細則に基づき、適正

な活動を実施している。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

２．動物実験の実施状況	 

（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

動物実験計画書（Webアクセスにより確認）	 

動物実験計画承認書	 

動物実験終了報告書	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が適正に実施されている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況	 

（当該実験が安全に実施されているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

□	 該当する動物実験は、行われていない。	 

２）自己点検の対象とした資料及び視察	 

動物実験計画書（Webアクセスにより確認）	 

遺伝子組換え実験一覧	 

飼育室の視察（平成２４年２月１６日）	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

動物実験計画書の申請時に、遺伝子組換え実験、毒劇物使用実験、感染実験などは安全対

策が施されているか実験動物委員会で確認されている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 



該当せず	 

	 

４．実験動物の飼養保管状況	 

（飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されているか？）	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料及び視察	 

飼育管理作業日報	 

飼育室の視察（平成２４年２月１６日）	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

飼養保管は適正に実施されている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

該当せず	 

	 

５．施設等の維持管理の状況	 

（機関内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施設や設

備に、改善計画は立てられているか？）	 

１）評価結果	 

□	 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。	 

☑	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料及び視察	 

飼育室、空調室の視察（平成２４年２月１６日）	 

平成２１年、２２年外部評価委員会資料の実験動物管理室	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

適正に維持管理されているが、一部床のエポキシ樹脂塗装が剥がれている場所や空調配管

などから水漏れが飼育室に起っている。延長コードを使用し、電気配線に改良の余地があ

る所があった。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

センターに修理修繕を依頼している。電気配線の工事を平成２４年度に予算化することを

検討している。	 

	 

６．教育訓練の実施状況	 

（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？	 

１）評価結果	 

☑	 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	 

□	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料および根拠	 

動物実験講習会出席表	 

実験動物慰霊祭および再教育出席者名簿	 

動物実験講習会スライド原図一式	 

実験動物管理者の自己研鑽資料（第５７回、５８回日本実験動物学会総会講演要旨集）	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練が適正に実施されている。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 



該当せず	 

	 

７．自己点検・評価、情報公開	 

（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？）	 

１）評価結果	 

□	 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。	 

☑	 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。	 

□	 多くの改善すべき問題がある。	 

２）自己点検の対象とした資料	 

動物実験に関する自己点検・評価報告書（本報告書）	 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）	 

平成２１年自己点検・評価報告書は所内部長会で報告されたが、インターネット上では未

公開であった。	 

４）改善の方針、達成予定時期	 

国立成育医療研究センターのホームページ様式や研究所のホームページ様式の変更、改変

があり、その統合方針が纏まるまで公開を控えていたが、現在ホームページの様式がほぼ

固まり近日中に実験動物委員会のホームページより公開予定である。	 

	 

 


